
見直し例

■ 時代の変化や多様性に配慮した講座を展開できるよう、偏りのない表現に変更した例

【タイトル修正】

タイトル
「父親・母親の出番」
⇒「家族の役割」

への変更

タイトル
「携帯電話」

⇒「スマートフォン」
への変更

【タイトル・文言修正】



【エピソードの登場人物変更】

登場人物
「お母さん」から

「わたし」
への変更

■ 時代に即したプログラムとなるよう、掲載されている統計データを更新した例

【統計データ更新・変更】

統計データの更新
「幼児の生活アンケート」
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